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 外科矯 正治療を必要とする骨格型下顎前突者のなかには, 咬合や側貌の改善だけでなく発音障
 害を訴えて来院するものが少なくない。 このような患者に対しては, 治療前後における発音機能
 を検査することによって, 発音障害の程度および改善度を明確に評価することが必要である。
 そこで本研究では, 骨格型下顎前突者の舌の調音運動と発声音に蕎目し, それを解析するため
 の検査機器システムの開発を囲的として薄型のパラ トグラフィセンサ (ゲントパラ トグラフィセ
 ンサ) と新 しい発 謄機能検沓システムを考案した。 本研究で考案したセ ンサは. 極めて薄い9個
 の電極切片の組み合わせによって個体の適合がなされ, 装蒲時の異和感を軽減するばかりでなく,
 口蓋部と前蜥部に電極を配することによって舌の調音運動をより詳細 に把握できる新 しいタイ プ
 のものである。 また検沓システムは汎用性の高いパーソナルコンピュータを中心に構成した。 こ
 のシステムでは畜声信号と舌の接触信号を時間的に鋼期を取りリアルタイム入力するため, 音声
 分析と諺の調音運動の対応関係が容易に把握でき, 音声波形, パラトグラム, スペクトルを総合
 的に観測することが可能となった。
 本研究では, これ らのセ ンサや シス テムを用 いて外科矯正治療が必要な骨格型 下顎前突者の術
 前の発音機能検査を行い, その発音機能の特徴を定量的に解析することを目的とした。 被験者に
 は, 発音障害を訴える女子骨格型下顎前突者3名と, 対照として調欝および聴覚機能に異常の認
 められない成人女子正常咬合者2名を選定した。 その結果, 以下のような骨格型下顎前突者の発
 露機能に関する特徴ある知見を得ることができ た。
 i) 歯音・歯茎音発声時には, 臼蓋前方部・前歯部舌側面の歯頸側寄りだけでなく切 縁にま で
 も舌の接触がみられ, 前歯部舌側面全体に狭めや閉鎖帯が存在した。
 2) 狭めや閉鎖帯の大きさ・位置には, 全ての被験者間で著しい個体差がみられたが, 狭めや
 閉鎖帯形成前後の舌運動の概略的様相は, ほとんど変化がなかった。
 3) 開咬の程度が大きくなるにつれ, 舌の前歯部への接触率も高くなる傾向が認められた。
 4) 発声音には自然らしさの点で, わずかな歪みが存在するものの, 異聴に至るものはなかっ
 た。
 5) 発声音の慮然らしさは, 正常咬合者より劣っていた。 とくに 「タ」 行の音より 「サ」 行の
 音が, 単音節・二音節よりも文章が自然らしさの点で劣っていた。
 6) 発声音の自然ら しさと開咬の程度の間には関連性がなかった。
 以上の結果から本研究で開発 したデン トパラ トグラフィ発音機能検査システムは, 骨格型下顎





 調和をきた し, 咀嚼機能ばかりか発音機能において も著明な障害をきたす。 従って咬合不全の改
 善は発音機能の回復を得るうえで極めて重要となる。 従来か ら不正咬合の機能的改善の評価につ
 いては, 咀嚼機能のみならず発音機能についても少なからず成されてきた。 その手法の一つとし
 て, 人工口蓋板に多数の微小電極を配置 したセ ンサを用い, それと舌の接触によってみられる電
 流の検出によって舌運動を解析するものがあるが, 発音機能の変化を評価するうえで極めて有効
 なものと考えられている。 ところが, 乙の種の人工口蓋板は口蓋部のみしか被覆できず, また.
 かなりの厚みを有するところか ら, 発音 に伴う正確な舌運動パター ンを把握 しえないという欠点
 を有する。 とくに骨格型不正殴合にしばしば認められる開咬症状の場合では, 発声時に前歯が果
 たす機能を検出できない点で極めて不利である。
 本研究は, このような欠点を改良 し, かつ前鱒部を被覆することによって検査領域を拡大し,
 より正確な舌運動を把握するための新 しい人工霞蓋板セ ンサ (ゲントパラ トグラフィセ ンサ) を
 考案 し, それを用いた発音機能検査システムを開発 し, さらにそれによって骨格型下顎前突者の
 顎外 科矯正治療前の調音運動およ び発声音の解析を行った ものであ る。
 ゲントパラ トグラフィセンサの考案では, 本学工学部電子工学科の指導を得て神経イ ンパルス
 誘導用の生体溺多重電極を応馬 し, 前麟部を被覆できる醸期的なものを製作している。 また, 発
 音機能検査システムの開発において は, 汎用性の高いパーソナ ルコ ンピュ ータを主体にデータの
 入力や編集をは じめ音声信号と舌の接触信号の同期表示等を行い, これによって発声音と舌の調
 音運動の時間的対応関係を容易に把握でき, かつ音声波形, パラトグラム, スペク トルを総合的
 に観測できるシステムとしている。 以上の歯科王学的な考案と開発は, その独創性と臨床適用性
 において従来にないものであり, 本研究で得られた結果は極めて高く評価できる ものと考えられ
 る。
 さらに著者は, 本システムを用いた骨格型下顎前突者の顎矯正外科治療前の調音運動および発
 声音の解析を行って いるが, その結果, 歯音, 歯茎音発声 時には, 従来観察できなかった前歯切
 縁に対する舌の接触等が認め られ, 発音に際する舌運動様相をより精細・正確に していると判断
 でき る。 このように本研究で開発された デン トパラ トグラフィセ ンサとそれを用 いた発音機能検
 査システムは, 骨格型下顎前突者の調音機能と発声童を解析するために有効であることが明らか
 とな り, その結果, 骨格型下顎前突者の発音機能の特徴を, より明確 に指摘 でき たこと は, 歯学
 の発展に寄与するところ大である。 よって本研究は, 歯学博士の学位授与に値するものと考えら
 れる。
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